
カラマツヤツバキクイムシ大被害の発生要因の分析
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研究の背景･目的

研究の内容･成果

パンフレットもご覧ください

林業試験場のホームページで公開中

です。乾燥地域を示した北海道マップ

なども示しています。

道総研

カラマツ大量枯損の

原因を探ることで、今

後の大被害を未然に

防ぐことを目指してい

ます。

今回は3つの要因に

ついて分析しました

③ 風雪害

カラマツの衰弱

① 葉食害虫

キクイムシの増殖

キクイムシが衰弱木を攻撃

② 乾燥ストレス

カラマツ枯損被害の拡大

① 葉食害虫

過去40年間の全道の害虫

被害のデータを分析しました。

ハバチ被害が連続するとキク

イムシ被害が発生しやすいこ

とが示唆されました。

カラマツハラアカハバチの大発生が

2000年頃から道東にも拡大しました。
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被害地は4年連続で乾燥年

各年の5～7月の乾燥度合いを示しています

：乾燥年

：湿潤年

③ 風雪害

2013年に過去最大規模

と思われる雪害が発生

大量枯損発生

被害地では３つの要因が重なっていました。

各年の１０月中に１日に降った雪の最大値

を示しています。葉に付着した雪の重みでカ

ラマツに折損・倒伏被害が発生しました。大

量枯損の２年前から大量の餌でキクイムシが

増殖していたと推測されます。

２０１５年頃から枯損が観察されていました

乾湿の判定は、降水量と蒸発散量の収支から
算出したSPEIという指数を基準にしています。

各要因についてさらなる分析が必要ですが、

ハバチ被害と乾燥年が連続し、加えて風雪害

が発生した場所では、キクイムシ被害の大発

生に警戒が必要なことが示唆されます。

令和2年　北海道森づくり研究成果発表会要旨集 (http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fri/kanko/kiho/kihor02.htm)
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